
2019 年度 教員の自己点検・自己評価報告書 

 

所属学部 学科 職位 氏  名 

 教授 増田 孝 

最終学歴 学 位 専門分野 

東京教育大学教育学部芸術学科書専攻 博士（文

学） 

日本文化史 

 

Ⅰ 教育活動 

○目標・計画 

（目標） 

真に人から信頼され事を任せうる人格の育成をめざして、教養としての歴史学を学修し、自己の

人間形成の一助とする。 

（計画） 

日本の歴史を各時代にわたり、主として日本文化に焦点を当てて学ぶ。 

○担当科目（前期・後期） 

（前期） 

歴史学、日本文化論 

（後期） 

歴史学 

○教育方法の実践 

 

○作成した教科書・教材 

 

○自己評価 

 

 

Ⅱ 研究活動 

○研究課題 

日本人の書いた書を日本文化史的に考察し、日本人と書のかかわりについて研究する。 

○目標・計画 

（目標） 

難読難解な歴史的に知られる人物の書状を中心とした古文書の新資料を発見し、その釈読に取り

組みたい。 

（計画） 

解読、調査の範囲や頻度をできる限り増加させ、資料の蓄積を充実させ、研究に広さと深さを増

したい。 

○2012 年 4 月から 2020 年 3 月の研究業績（特許等を含む） 

（著書） 

（学術論文） 

・「本阿弥光悦−手紙で読む人と芸術」（『茶の湯』545 号 2019.7.1 茶の湯同好会） 

・「飯尾宗祇の手紙」（『茶の湯』546 号 2019.8.1 茶の湯同好会） 



・「小堀遠州の手紙」（『茶の湯』547 号 20199.1 茶の湯同好会） 

・「公弁法親王の手紙」（『茶の湯』548 号 2019.10.1 茶の湯同好会） 

・「公弁法親王の手紙」（『茶の湯』548 号 2019.10.1 茶の湯同好会） 

・「長井貞信かと思われる手紙・近衛信尹の手紙」（『茶の湯』549 号 2019.11.1 茶の湯同好会） 

・「池田光政の手紙」（『茶の湯』550 号 2019.12.1 茶の湯同好会） 

・「吉川広家の手紙」（『茶の湯』551 号 2020.1.1 茶の湯同好会） 

・「吉川広家の手紙」（『茶の湯』552 号 2020.12.1 茶の湯同好会） 

・「小堀遠州の手紙」（『茶の湯』553 号 2021.1.1 茶の湯同好会） 

・「手紙に見る茶の湯 41（『江戸千家便覧』133 号 2019.4 江戸千家連合不白会） 

・「手紙に見る茶の湯 42（『江戸千家便覧』134 号 2019.8 江戸千家連合不白会） 

・「手紙に見る茶の湯 43（『江戸千家便覧』135 号 2020.1 江戸千家連合不白会） 

（学会発表） 

（特許） 

（その他） 

○科学研究費補助金等への申請状況、交付状況（学内外） 

 

○所属学会 

日本古文書学会 書学書道史学会 茶湯文化学会 

○自己評価 

 

Ⅲ 大学運営 

○目標・計画 

（目標） 

（計画） 

○学内委員等 

○自己評価 

 

Ⅳ 社会貢献 

○目標・計画 

（目標） 

講演会やテレビ出演民間からの問合わせにできる限り応じ、知の社会還元に努めたい。 

（計画） 

・特になし 

○学会活動等 

○地域連携 

 ・「名古屋ＮＨＫ文化センター講座（手紙に読む書と歴史 月 1回） 

・「朝日カルチャー講座」（手紙から読み解く古文書 月 1回） 

・「中日文化センター講座」（手紙から読み解く日本史 月 1回） 

 

○自己評価 

 

 



Ⅴ その他の特記事項（学外研究、受賞歴、国際学術交流、自己研鑽等） 

現在私の論文が英訳され、その作業が進行中である。 

翻訳者：Morgan Pitelka 

出身校ならびに学位：プリンストン大学 

現在の職場：ノ—ス・キャロライナ大学   

Asian Studies Department 

        University of North Carolina at Chapel Hill 

        CB #3267, New West 113 

        Chapel Hill NC 27599-3267 

 

Ⅵ 総括 

 

 

以 上 


